
 

 

 

 

 

 

     通知表をご覧になったことと思います。「1 学期頑張ったこと」には、自分の生  

    活を振り返り、できたことへの達成感と感謝の気持ちが感じられます。  

“できなかったことができた”この体験が成長です。私たちもうれしくなります。  

 ≪子供たちの頑張りから≫  

1 年  
ぼくは 3 つの数の計算をまちがえないようにすることをがんばりまし

た。そうじではほうきをつかってきれいにはくことをがんばりました。 

2 年  
私は、１回もお休みしないで元気に学校に来ることをがんばりました。 

これからもお休みしないで２学期もがんばります。  

3 年  
算数のテストでほとんど１００点を取ることができました。毎日の学

習をがんばったなと思いました。  

4 年  

ぼくが一番心に残っているのは宿泊学習です。友達と一緒に過ごした

ときが最高でした。助け合って楽しく仲良く友情を深めることができ

ました。  

5 年  

ぼくは水泳の練習をがんばりました。去年まで全く泳げませんでした

がバタ足・手の動き・息継ぎを習ったので水泳交歓会では２５m 泳げ

ました。  

6 年  

一番頑張ったのは長距離です。前からずっと練習してきたのですが惜

しくも７位であとちょっとなのに入賞できませんでした。残念でした

が、タイムは自己ベストだったのでよかったです。  

２学期も新たな目標をもって主体的に頑張らせたいと思います。自分でこうしたい  

という夢や目標が明確にあると、人間はつらくても頑張りとおすことができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三春町立三春小学校 

平成 28 年 10 月 28 日発行 責任者校長 太田文枝  

＜教育目標＞  

○強く（強い心と体をもつ子供）  

○正しく（進んで学びよく考える子供）  

○美しく（思いやりのある子供）  

子供が持ち帰った、通知表にどのように声掛けしますか？  

① よく頑張ったね。おうちでも、自分のお部屋のお掃除ちゃんとしてね。  

② テスト 100 点だったの。今度からも、100 点とれるように頑張ってね。  

③ 7 位、惜しかったね。あと一人抜けば入賞できたのにね。  

親の言葉かけの後に、子供はどんな反応をするでしょうか？子供のうれしい気持ち

を共感し、次の意欲につながる言葉かけにしたいものです。（①②③は親の希望で子

供の自主性を引き出すものになっていない）このようにしてみたらいかがでしよう

か。子供への勇気づけの言葉かけは？  

→ ① ほうきを使ってお掃除できるようになったんだね。…  

→ ② テスト 100 点とれて、うれしそうだね。  

→ ③ 自己ベストだったんだね。  

 

11 月の学校行事について  

 三春秋祭り鼓笛参加（5 日 高学年参加） 三春町音楽祭（9 日 4 年生参加）  

 福島県学力テスト（11 日 5 年生対象）  はばたけ三春っ子（26 日 全学年参加） 

 マラソン大会（学年ごと実施…学年便りで通知します）  

勇気づけの言葉をかけてください 



 

 

 

H28.10.6 本校体育館にて実施  

講師；濱田雅博氏（学校薬剤師）  

 

 

 

 

 

 

 

 

≪講演の概要≫ 

１ 目に悪い    パソコン等の光は目に優しくない  

長時間の光線は目のレンズを曇らせ失明することもある  

２ 脳の成長に悪い 脳の前頭前野は人間が人間らしく考え記憶する部分である  

          ゲーム等していても前頭前野は少しも活性していない  

          長時間のゲーム使用により、考える力が弱くなる→認知症的症状  

３ 健全育成には  外で遊ぶ 歌を歌う 体を動かし想像力を高める  

日本小児科医会 「子どもとメディア」対策委員会の提言  

 ２歳までのテレビ、ビデオ視聴は控えましょう  

 授乳中、食事中のテレビ、ビデオの視聴はやめましょう  

 すべてのメディアへ接触する総時間を制限することが重要です。1 日 2 時間までを目安と

考えます。 

 子ども部屋にはテレビ、ビデオ、パソコンを置かないようにしましょう  

 保護者と子どもでメディアを上手に利用するルールをつくりましょう  

本校の児童は視聴時間が

減少傾向で改善方向です。 


